
第９５号議案

中野区旅館業法施行条例の一部を改正する条例

上記の議案を提出します。

令和２年１１月２６日

提出者 中野区長 酒 井 直 人

（提案理由）

旅館業を営もうとする場合の周辺住民に対する周知、許可申請に係

る添付書類、標識の掲示等について定めるとともに、簡易宿所営業の

施設の構造設備の基準について改める必要がある。



中野区旅館業法施行条例の一部を改正する条例

中野区旅館業法施行条例（平成２４年中野区条例第１１号）の一部

を次のように改正する。

第１条の次に次の２条を加える。

（周辺住民に対する周知）

第１条の２ 旅館業を営もうとする者は、規則で定めるところによ

り、法第３条第１項の許可の申請をする前に当該旅館業を営もうと

する施設の周辺住民に対し当該旅館業の内容を周知しなければなら

ない。

（法第３条第１項の許可の申請に係る添付書類）

第１条の３ 法第３条第１項の許可の申請をしようとする者は、旅館

業法施行規則（昭和２３年厚生省令第２８号。以下「省令」とい

う。）第１条第２項に規定する図面のほか、前条の規定による周辺

住民に対する周知を行ったことを確認できる書類を省令第１条第１

項に規定する申請書に添付しなければならない。

第５条の次に次の１条を加える。

（標識の掲示）

第５条の２ 営業者は、旅館業の施設の公衆の見やすい場所に、当該

施設の名称その他の規則で定める事項を記載した標識を掲げなけれ

ばならない。

第６条の次に次の２条を加える。

（宿泊者名簿の作成に当たっての措置）

第６条の２ 営業者は、省令第４条の２第１項の規定による宿泊者名

簿の作成に当たっては、宿泊者と対面し、当該宿泊者から提示され

た本人確認ができる書類と照合するなど適切な方法により当該宿泊

者の本人確認を行うことにより、正確な記載を確保しなければなら



ない。

（周辺地域の生活環境への悪影響の防止に関し必要な事項の説明）

第６条の３ 営業者は、規則で定めるところにより、宿泊者に対

し、騒音の防止のために配慮すべき事項その他の当該旅館業の施設

の周辺地域の生活環境への悪影響の防止に関し必要な事項であって

規則で定めるものについて説明しなければならない。

第９条第１項中「次の」を「次に掲げる」に改め、第４号を第５号

とし、第１号から第３号までを１号ずつ繰り下げ、同項に第１号とし

て次の１号を加える。

⑴ 宿泊しようとする者との面接に適する玄関帳場その他当該者の

確認を適切に行うための設備として規則で定める基準に適合する

ものを有すること。

第１２条第１項中「旅館業法施行規則（昭和２３年厚生省令第２８

号）」を「省令」に改め、同項第２号中「第９条第１項第１号及び第

４号」を「第９条第１項第２号及び第５号」に改める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和３年４月１日（以下「施行日」という。）から

施行する。ただし、附則第４項の規定は、公布の日から施行する。

（経過措置）

２ 改正後の第１条の２、第１条の３及び第９条第１項第１号の規定

は、施行日以後に行う旅館業法（昭和２３年法律第１３８号）第３

条第１項の許可の申請について適用し、施行日前に行う同項の許可

の申請については、なお従前の例による。

３ この条例の施行の際現に旅館業法第３条第１項の規定により許可

を受けて簡易宿所営業を営んでいる者がその営業の用に供している

施設については、令和３年６月３０日までは、引き続き改正前の第



９条に規定する簡易宿所営業の施設の構造設備の基準に適合する限

り、改正後の第９条に規定する簡易宿所営業の施設の構造設備の基

準に適合するものとみなす。

（準備行為）

４ 施行日以後に旅館業法第３条第１項の許可の申請をしようとする

者は、施行日前においても、改正後の第１条の２の規定の例により

同条に規定する周辺住民に対する周知を行うことができる。


